
令和４年度新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金に係る事業の実施状況及び効果検証
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1 単
テレビ難視聴地域解消事業費補助
金

①山間部テレビ難視聴地域では、テレビやラジオの電波が不安定であり、
特に、高齢化率が高いことから、主な情報源はテレビ共同受信施設を介し
たテレビ視聴となっている。そのため、テレビ共同受信施設が無いと、安定
かつ迅速な情報取得が困難である。以上のことから、新型コロナウイルス
感染症に関する情報の確保を図るために、テレビ共同受信施設の設備強
化のための改修費用を補助する。
②改修工事費
③工事費29,579千円－組合員負担分（35千円×112世帯）＝25,659千円
④田山地区テレビ共同受信施設組合

R4.6 R5.3 25,659,000 
①テレビ難視聴解消世帯数　112世帯
②新型コロナウイルス感染症に関する情報取得の
確保につながり、安心できる環境を整備した。

3 単 スポーツ合宿誘致補助金

①市内でスポーツ合宿等を行う団体等が、移動に際し新型コロナウイルス
感染対策を行ったバスの利用及び施設利用に対し助成を行い人流の促進
を図る。
②補助金
③バス利用助成：7団体＝893千円
　施設利用助成：229千円
　・宿泊日数が４泊以下…体育施設使用料の２分の１の額
　・宿泊日数が５泊以上…体育施設使用料の全額
　合計1,122千円
④スポーツ合宿実施団体

R4.5 R5.1 1,122,910 

①スポーツ合宿実施団体　10団体
②新型コロナウイルス感染対策を行ったバスや施設
を利用していただくことで感染拡大防止につながると
ともに、人流の促進が図られた。

4 単
八幡平・安比二次交通バス運行事業
補助金

①新型コロナウイルス感染拡大防止のため、盛岡駅から八幡平温泉郷、
安比高原エリア宿泊施設への直通路線バスを運行することにより、一般路
線バス利用者との接触機会を軽減、移動時間を短縮し、人流の促進を図る
ためのバス運行支援を行う。
②補助金
③運行経費：@60千円×140日＝8,400千円、
　　感染対策諸経費：一式100千円　　合計8,500千円
④路線バス事業者１者

R4.4 R4.11 8,500,000 
①運行日数　140日
②直通路線バスを運行することで接触機会が軽減さ
れ、感染拡大防止につながった。

5 単
訪日外国人観光客受入支援事業補
助金

①新型コロナウイルス感染症拡大の影響により壊滅的なダメージを受けた
インバウンド需要に対し、誘客喚起と快適で円滑な受け入れ整備を目的
に、訪日外国人客を受け入れた市内宿泊業者に助成を行う。
②補助金
③6,807人×1,000円＝6,807千円
④訪日外国人客を受け入れた市内宿泊業者

R4.7 R5.3 6,086,210 

①受入れ外国人客　6,807人
②訪日外国人客を受け入れた市内宿泊業者に助成
を行うことで、誘客喚起と快適で円滑な受け入れ整
備が図られ、市内宿泊施設の利用促進につながっ
た。

6 単
八幡平温泉郷給湯事業支援事業費
補助金

①新型コロナウイルス感染拡大の特に大きな影響を受けている温泉宿泊
事業者等が負担する温泉使用料金を助成することで、事業継続を支援す
る。
②補助金
③全23施設の温泉基本料金の合計額1,554千円/月×６か月＝9,324千円
④市内の温泉宿泊事業者等
（№22と同一事業）

R4.7 R4.11 7,185,000 

①温泉宿泊事業者等　23施設
②新型コロナウイルス感染拡大の特に大きな影響を
受けている温泉宿泊事業者等の負担を軽減し、安
定した事業継続につながった。

7 単 中小企業経営対策支援事業給付金

①コロナ禍における電気料、燃料費、物価等の高騰により、経営圧迫の中
小企業に定額給付を行う。
②給付金
③604件×100千円＝60,400千円
④市内で商工業等を営む中小企業
（№8と同一事業）

R4.7 R4.10 24,314,000 
①市内中小企業者申請件数　604件
②事業者の負担が軽減されることで、安定した事業
継続につながった。
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8 単 中小企業経営対策支援事業給付金

①コロナ禍における電気料、燃料費、物価等の高騰により、経営圧迫の中
小企業に定額給付を行う。
②給付金
③604件×100千円＝60,400千円
④市内で商工業等を営む中小企業
（№7と同一事業）

R4.7 R4.10 36,086,000 
①市内中小企業者申請件数　604件
②事業者の負担が軽減されることで、安定した事業
継続につながった。

9 単
いわて子育て世帯臨時特別支援金
給付費

①コロナ禍における原油価格、物価高騰の影響を受ける子育て世帯の負
担軽減を図るため支援金の給付を行う。
②扶助費
③2,013人×30千円＝60,390千円
④児童手当受給者

R4.7 R5.1 60,300,000 

①給付対象者数　2,013人
②コロナ禍における原油価格、物価高騰の影響を受
ける子育て世帯の負担を軽減し、安心・安定した生
活環境維持につながった。

10 単
八幡平市公共交通等運行事業補助
金

①新型コロナウイルス感染症の影響により利用者が大幅に減少している
中、燃料費の高騰が重なり、大きな負担が生じている地域公共交通事業者
等が今後も事業を継続し、安全かつ安定した運行の維持・確保が図られる
よう支援を行う。
②補助金
③バス事業者　1事業者300千円＋バス車両1台当たり40千円
（300千円×4事業者）＋（40千円×40台）＝2,800千円
　その他　1事業者100千円＋普通自動車車両1台当たり5千円
（100千円×4事業者）＋（5千円×22台）＝510千円
④市内に本社または営業所を有するバス事業者、タクシー事業者、自動車
運転代行業事業者

R4.8 R4.11 3,310,000 

①補助対象事業者数　8事業者
②事業者の負担が軽減されることで、安定した事業
継続と、安全かつ安定した運行の維持・確保が図ら
れた。

11 単 肥料価格高騰対策支援補助金

①コロナ禍における肥料価格高騰の影響を緩和するため、肥料（堆肥を除
く）の購入経費の一部を助成し、農業経営を支援する。
②補助金
③令和３年10月１日から令和４年９月30日までの購入実績を参考に決定。
購入した肥料価格の１割。
　肥料購入見込金額420,000千円×0.1＝42,000千円
④農産物生産経営体

R5.1 R5.3 45,685,000 
①補助対象経営体数　1,262経営体
②農産物経営体の負担が軽減されることで、安定し
た事業継続につながった。

12 単 飼料価格高騰対策支援補助金

①コロナ禍における飼料価格高騰の影響を緩和するため、配合飼料の購
入経費の一部を助成し、畜産経営を支援する。
②補助金
③令和３年10月１日から令和４年９月30日までの購入実績を参考に決定。
飼料１ｔ当たり600円。
飼料購入見込数量41,670t×600円≒25,000千円
④畜産物生産経営体
（№14と同一事業）

R5.1 R5.3 21,043,000 
①補助対象経営体数　218経営体
②畜産物経営体の負担が軽減されることで、安定し
た事業継続につながった。

14 単 飼料価格高騰対策支援補助金

①コロナ禍における飼料価格高騰の影響を緩和するため、配合飼料の購
入経費の一部を助成し、畜産経営を支援する。
②補助金
③令和３年10月１日から令和４年９月30日までの購入実績を参考に決定。
飼料１ｔ当たり600円。
飼料購入見込数量41,670t×600円≒25,000千円
④畜産物生産経営体
（№12と同一事業）

R5.1 R5.3 1,795,200 
①補助対象経営体数　218経営体
②畜産物経営体の負担が軽減されることで、安定し
た事業継続につながった。
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15 単
いわて子育て世帯臨時特別支援金
給付費（２回目）

①コロナ禍における原油価格、物価高騰の影響を受ける子育て世帯の負
担軽減を図るため支援金の給付を行う。
②扶助費
③中学生以下2,113人×15千円＝31,695千円
　高校生　　　510人×15千円＝ 7,650千円
　「いわて子育て世帯臨時特別支援給付事業費補助金（県補助）」：31,695
千円充当
④高校生以下児童

R4.12 R5.3 39,240,000 

①給付対象者数　2,623人
②コロナ禍における原油価格、物価高騰の影響を受
ける子育て世帯の負担を軽減し、安心・安定した生
活環境維持につながった。

16 補 保育対策総合支援事業費補助金

①保育所等において、新型コロナウイルス感染症に対する強い体制を整
え、感染症対策を徹底しつつ、事業を継続的に提供していくために支援す
る。
②消耗品費、備品購入費（公立）、補助金（私立）
③定員60人以上：500千円×６施設＝3,000千円
　定員20人以上59人以下：400千円×３施設＝1,200千円
　定員19人以下：300千円×３施設＝900千円
④市内保育施設

R4.4 R5.3 5,239,761 

①対象施設　12施設
②感染症対策に係る消耗品・備品の購入により保育
所等における感染症対策の徹底を図るとともに、私
立の保育施設には補助金を交付することで負担を
軽減し、安定した事業継続につながった。

17 単
生活困窮者冬季特別対策事業助成
金

①コロナ禍における原油価格、物価高騰の影響を受ける生活困窮者に対
し、負担を軽減するため支援する。
②扶助費
③６千円×2,660世帯＝15,960千円
　「生活困窮者原油価格・物価高騰等特別対策事業費補助金（県補助）」：
7,980千円充当
④市県民税が非課税の高齢者世帯、障がい者世帯、ひとり親世帯、生活
保護世帯

R5.1 R5.3 16,632,000 

①助成対象となる非課税世帯数　2,660世帯
②コロナ禍における原油価格、物価高騰の影響を受
ける生活困窮者の負担を軽減し、安心・安定した生
活環境維持につながった。

19 単
中小企業経営対策支援事業給付金
（２回目）

①コロナ禍における電気料、燃料費、物価等の価格高騰により経営が圧迫
している中小企業に対し定額給付を行うことで、事業継続を支援する。
②給付金
③402件×100千円＝40,200千円
④市内で商工業等を営む中小企業

R4.11 R5.2 62,100,000 
①市内中小企業者申請件数　402件
②事業者の負担が軽減されることで、安定した事業
継続につながった。

20 単
指定管理施設継続支援事業費補助
金

①指定管理者に対し、電気料等の高騰分を補助することで、コロナ禍にお
ける原油価格、物価高騰による負担を軽減し、事業継続を支援する。
②補助金
③電気料、燃料費の高騰分（4～11月分の差額）の2/3
・岩手山焼走り国際交流村：差額見込額3,184千円×2/3＝2,122千円
・八幡平温泉館森乃湯：差額見込額 720千円×2/3＝480千円
・道の駅にしね：差額見込額 711千円×2/3＝474千円
・物産館あすぴーて：差額見込額 90千円×2/3＝ 60千円
④指定管理料０円の指定管理施設４施設（岩手山焼走り国際交流村、八
幡平温泉館森乃湯、道の駅にしね、物産館あすぴーて）岩手山焼走り国際
交流村の指定管理者は㈱宿かり屋ドットコム、その他３施設は八幡平市産
業振興㈱。

R5.1 R5.2 3,433,000 
①指定管理施設　４施設
②事業者の負担が軽減されることで、安定した事業
継続につながった。

22 単
八幡平温泉郷給湯事業支援事業費
補助金

①新型コロナウイルス感染拡大の特に大きな影響を受けている温泉宿泊
事業者等が負担する温泉使用料金を助成することで、事業継続を支援す
る。
②補助金
③全23施設の温泉基本料金の合計額1,554千円/月×６か月＝9,324千円
④市内の温泉宿泊事業者等
（№6と同一事業）

R4.7 R4.11 2,139,000 

①温泉宿泊事業者等　23施設
②新型コロナウイルス感染拡大の特に大きな影響を
受けている温泉宿泊事業者等の負担を軽減し、安
定した事業継続につながった。

（合計） 369,870,081 ※交付決定額：269,008,000円 3


